
  中学部Aコース 

 生活単元学習「昔の遊び

をしよう」でおもちゃを作

り、遊びました。他学級の

友達や先生と関わりを広

げながら楽しく学習しま

した。     （大箭） 

           

      

      

  高等部Aコース 

 前期校内・現場実習を行

いました。自分の目標に向

かって頑張りました。１年

生も初めての実習でした

が、最後まで一生懸命取り

組みました。  （阿部）           

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

  

 
 

 

第２号 

県立はまなす特別支援学校 

令和６年７月２３日（火）  

  小学部Aコース 

４月に入学進級を祝う会

をしました。自己紹介をし

たり、音楽に合わせてバル

ーンを揺らしたりして、小

学部みんなで楽しい時間を

過ごすことができました。   

（加藤） 

これを知る者は これを好む者に如かず 

         これを好む者は これを楽しむ者に如かず 
 

教頭 寺島 ひかり 

 上記の言葉には、「物事を理解している人は、知識はあるけれど、そのことを好きな人にはかなわ

ない。あることを好きな人は、それを楽しんでいる人には及ばない。」という意味があります。つま

り、上手になるにも、成長するにも、困難に立ち向かうにも「楽しんで取り組むことが１番！」とい

うことです。 

 ４月、95名の子どもたちとスタートしてから４ヶ月。日々の学習活動や運動会等の行事では、一生

懸命さの中にも、笑顔で楽しみながら活動に取り組んでいる子どもたちの姿が見られました。また、

苦手なことにも挑戦し、自分なりのできる方法を見つけ、一歩ずつ前に進んでいる子どもたちの姿も

見られました。「いろいろなことを知る・経験する→好きになる・自分なりのできる方法を見つける

→楽しむ」という過程を通して子どもたちが成長できるように、また「～Ｋeep on Smiling～ 笑顔

あふれる学校」になるように、これからも継続して教育活動を行っていきます。 

 保護者の皆様には、４月からの学校の教育活動に多くのご協力をいただき、ありがとうございまし

た。２学期も 1学期と同様にご協力とご支援をいただきますようお願いいたします。 

 

  小中高Bコース 

 親子校外活動で、夢の森

公園に行ってきました。ハ

ーブ石けん作りをしたり、

室内レクレーションをした

りして、笑顔あふれる楽し

い時間になりました。 

（藤巻） 

 



選手宣誓では、全校を代表して４人の生徒

が力強い声で思いを届け、開幕を告げまし

た。競技では、一人一人が持てる力を発揮

し、ダンスでは全員が笑顔いっぱいで踊る

ことができました。（平野） 

 

「よーいドン！」は、元気な返事や精一杯

の走りがかっこよかったです。「玉入れ」は、

それぞれのチームで力を合わせてかごに玉

を入れることができました。小学部 Aコー

スの子どもたち全員が自分の力を出しきっ

た運動会でし 

た。 （遣水） 

 

 

 

 B コースの種目は魚釣りレースでした。

各自が釣りざおを使って上手に魚を釣り上

げ、得点を競い合いました。最後は、保護

者の方々や中Aの友達も交えてハピネスの

ダンスを踊りました。（栗岩） 

 

個人種目では、自分のペースで着実にゴー

ルを目指したり、友達と競い合ったり。組

体操では、みんなで力と息を合わせる姿が

見られ、中学部全員で頑張りました。温か

いご声援ありがとうございました。（河上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予 定 日 曜 予 定 

8/30 金 ２学期始業式 (給食なし) 19 木 中Ａ修学旅行 ～20 日 （県内） 

9/9 月 個別懇談(小Ａ・中Ａ・小中高Ｂ) 
～9/20 

27 金 小学部６年修学旅行 新潟方面 

11 水 第２回全校朝会 30 月 高Ａ校内現場実習 ～10/18 

災害への備え 元旦の能登半島地震からもう半年が過ぎました。まだまだ現地ではご苦労ばか

りでしょう。ニュースを見るたびに胸が痛みます。いつ起こるか分からない天災や人災に備えて、はまな

す特別支援学校では年２回避難訓練を行っています。５月１７日（金）に校内での火災発生を想定した避

難訓練を実施しました。今回の訓練では、できるだけ実際の避難に近づけるように校内３か所の防火扉を

すべて閉め、全校児童生徒が防火扉を通って避難する体験をしました。子どもたちは教師の誘導の下、ハ

ンカチで口を覆い、足元の段差に注意しながら、安全に素早く避難することができました。訓練の様子を

ご覧になった柏崎消防署の方も、よくできましたとほめてくださいました。訓練が終わった後、消防車と

救急車を間近で見学をさせてもらって、子どもたちはとても喜んでいました。  （安全教育部 小黒） 

小学部 Aコース 中学部Ａコース

 

高等部Ａコース 

８・９月の主な予定 

小中高 Bコース 


